


現 状

◆ 番所地区は菊鹿町の山間部に位置して

おり、彼岸花で有名な「番所の棚田」

（日本棚田百選）や、湧水豊富で美しい

「矢谷渓谷」など地域資源に恵まれている。

課 題

◆ 高齢化等による過疎化が進んでおり農

地の維持管理については、年々と離農者も

増えており遊休農地が増加している。

◆ 伝統の棚田、揺らぐ景観保全

山鹿市・番所地区、稲作断念相次ぐ、進む高

齢化、担い手確保難しく

熊 日 掲 載





「番所の棚田」を会場に、山鹿灯籠など
を設置。新型コロナウイルスの一日も
早い終息を願い、567(コロナ)+1の
568基を灯した。

地域貢献活動として、年４回程度行なわ
れる草刈り作業に参加し、地域の方達と
交流を図る。

菊
鹿
さ
き
も
り
隊
の
番
所
地
域
関
係
す
る
活
動
と
し
て

令和４年1２月

「番所の棚田」の現状把握、
フットパスコース選定、今後の
方向性な等を検討。

番所の棚田「番所集落協定」
草刈り作業に参加

        きくかまつり2020
「棚田の灯り」R1 R2

           熊本県「地域課題解決
            プロデューサー人材活

     用事業の取組み
R4



















今
年
度
の
取
組
み

【米】 4.619㎡（棚田14枚)

【みさお大豆】 1,327㎡

【そば】 1,486㎡（棚田4枚）

行事継承 どんどや開催 KKT番組出演RMOのPR

観光客のリサーチ

農用地保全 地域資源活用



〇 農地の現状・意向調査

〇 農地保全計画策定

〇 自然農法やスマート農業の検討
実施

〇 中山間３協定協議
 （次期対策への意向合意・多面

      的機能支払交付活用）

農用地保全
今
年
度
の
取
組
み

〇 地域資源活用個別計画の策定

〇 農業体験やワーケーションの受
    入れ

〇 伝統行事継承（どんどや）

〇 遊休農地活用による農産物試
    験作付け（米・大豆・蕎麦)

〇 HP・ロゴ・キャッチコピーを制作
しSNS等を活用した情報発信

〇 高齢者独居世帯等現状調査・
ヒヤリング・ニーズ調査

〇 生活支援実証内容の決定

次年度に向けた取組み

〇 リジェネラティブ・オーガニック農法の取入れの検討
（RO認証取得を含む、 カバークロップ、不耕起栽培など）

〇 地域の生物多様性を活かした農地保全や、環境循環
を視野に入れた取組みの検討

空き家対策

〇 空き家実態調査及び危険空き家
利活用計画（国土交通省補助事業）

地域資源活用 生活支援



これからの地域で支え合う村づくりを
菊鹿から
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令和6年度九州農政局農村RMO推進フォーラム

U-Bito JAPAN株式会社
2024.11.29
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会社概要
会社概要 IT×地方創生（地域プロデュース事業）

会社名： U-Bito JAPAN株式会社

代表 ： 代表取締役 村上貴志

設立 ： 2018年4月27日

所在地： 熊本県菊池市森北1077 （大阪出身、孫ターン）

コッコファームたまご庵内２F インキュベーションオフィス
経歴

2015年 現）ソフトバンク株式会社退社（2002〜2015）

2015年 菊池市 地域おこし協力隊（2015〜2018）

2015年 移住・空き家管理担当

2018年 熊本県立農業大学卒業（社会人の部）

2018年 農泊推進事業（菊池ふるさと体験協議会）

2020年 くまもと地域おこし協力隊ネットワーク事務局

2022年 移住・空き家管理担当で山鹿市で従事

2022年 菊池農業高校評議員（熊本県教育委員会委嘱）

2023年 熊本県農村RMO（農村型地域運営組織）伴走支援業務

2024年 （株）コッコファーム アドバイザー

熊本県
菊池市
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内閣府（関係人口創出事業）令和3・４年度

熊本県内自治体との連携（地域コーディネーター制導入）

3

地域コーディネーター
（地域おこし協力隊OBOG、現役）

中間支援者

都市部

（地域への関心者）

地域
（地域住民・行政・地域

事業者など）

関係人口創出・拡大

県北地域

県央地域

県南地域

天草地域

・地域コーディネーターとは、地域と都市部を繋ぐ人。
地域でコミュニティーを形成し、様々な人々を巻き込み
地域で活発的に活動を行う人と定義する。

【事業スキーム】

関係人口勉強会
（ワーケーションメニュー考案）

ライブコマース体験会
（オンラインお菓子づくり体験）

【協力体制構築】
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伴奏事例①：菊池ふるさと体験協議会 運営事務局
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コンテンツ開発
協議会設立

コンテンツ販売

事務局運営
（各種研修・交流会）

継続中
（伴奏支援）

・熊本震災後、民泊推進をするために外国人向けの
コンテンツ開発に従事（菊池市）

・協力隊任期終了後、U-Bito JAPAN（株）として
2018年〜事務局に従事。

・インターネット集客のため Airbnb活用

2017年1月〜 2018年12月〜 2019月1月〜現在

・コロナ禍で活動自粛となり連絡協議会へ体制変更
・各ホスト事業者はAirbnbサービスを活用し、
自立して収益化。

・2024年度は、インバウンド需要回復傾向にあり、
菊池での農泊を起点に阿蘇、大分など周遊。
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伴奏事例②：熊本県地域おこし協力隊ネットワーク事業
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勉強会

（年3回）
団体設立

事務局運営
（各種研修・交流会）

継続中
（伴奏支援）

・熊本県地域振興課
・県内市町村［熊本県・天草市・南小国町］
・地域おこし協力隊［山鹿市・荒尾市・小国町・上天草市］
・外部有識者［岡山県OBOG会 代表 藤井氏］

2019年7月〜1月 2020年2月 2021月6月〜 2022年10月〜

・県内現役隊員への研修・交流会等の開催
・熊本市［西区：河内芳野校区］隊員募集採用・運営
・事務局運営［U-Bito JAPAN（株）］
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伴奏事例③：熊本県R5農村RMO伴走支援事業（山鹿市）
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現状把握

（会議出席、現場訪問等）

WS開催・専門家派遣・視察調整等支援
＊活動を共にして同じ目線を持つ

・自然栽培専門家（嶋田自然
農園 代表正之）による
栽培方法現地WS開催

・その他、団体活動にも参加
（稲刈り、どんどや等）

2023月11月〜

2024年２月〜
・ビジョン策定支援
（グラフィックレコーディン
グの活用工夫）

・会議やWS意見を可視化し
参加者で共有。参加できな
かった人にも情報共有しや
すく合意形成しやすい。

ビジョン策定

・課題把握、事業進捗確認
・農用地保全、地域資源調
査、生活支援のヒアリン
グ調査

2023年10月〜

＊地域のニーズに応じた支援を実施

・視察要望をヒアリングし、
調整（八代市東陽町：
坂より上自治会）

・他、山都町視察（なかは
た農園：いちご農家）

U-Bito JAPAN(株）の行動方針：「三現主義」の導入。三現主義とは、問題が発生したら
「現場」に行って、「現物」をよく観察し、「現実（現象）」を把握して対処にあたる行動
のことを指します。 これは事実に基づいた正しい判断・処置を行うためのものです。

2023年8月〜

山鹿市
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R5熊本県農村RMO事例集（一部抜粋）

＜ポイント＞ 団体毎に応じた支援体制の構築
・仲間集め（同じ想いを持つ仲間・いろんな属性の仲間・既存組織や他地域との連携・役割分担できる仲間）

・パターン③地域組織主体型から農地保全する組織

• R6年度「空き家対策モデル事
業」事業者との連携

• WS実施予定
（農村RMO＋番所の棚田の空き
家利活用）

出典：農村型地域運営組織（農村RMO）の取組事例集
https://www.pref.kumamoto.jp/soshiki/88/201198.html

山鹿市

菊鹿さきもり
隊

事業者
・アルパック
（株）
・U-Bito 

JAPAN（株）

関係図
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今年度取り組み
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・現状調査及び把握
２地区訪問の後、今年度の計画書内容を把握し、取り組み状況の確認を行う（訪問月9月、12月、3月）

・情報提供
先進事例や他地域のRMO取り組みを、調査し情報提供する。必要に応じて視察調整も行う。

・ワークショップ開催
今年度取り組みまとめ、次年度計画等。

・まとめ、マニュアル（事例集作成）
最終年度に向けて、今年度まとめる。

＊各地域のニーズにあうように、地域団体や各専門家と調整を行っていくことが可能。

現状調査
（実施計画書・
取組状況等）

情報提供
（先進事例・

課題解決手法等）

WS開催
（＊必要に応じて）

まとめ
（今年度活動の

整理・次年度計画）

＊WS：ワークショップ

業務内容：四半期（9月末・12月末・3月）ごとの状況を把握し県へ報告
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U-Bito JAPAN(株)が考える地方創生とは

1 2 3地域密着型 持続可能 伴奏支援
（ばんそうしえん）

地域コミュニティとの連携を
中心に活動

（主に熊本県内で業務実施）

若者から高齢者
全世代が参加

変化する社会に対応するため地域教
育機関と連携。住民と共に成長する
という意味で「奏（かなでる）」を

利用している。

変化する社会を受け入れ
共に学び共に成長する

関係企業との事業は黒字化を
目指し、地域雇用・地元運営で行う

9
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地域との関わりをこれからも
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